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農業農村整備でしまねの魅力を
守り・創る

業 務 内 容

入庁理由・きっかけ

ＮＮ職員のやりがい

採用前のイメージ

農村地域の想いを汲み取り、計画する

生まれ育ったしまねの力に

農村地域の想いをカタチに

農業農村整備事業の調査・計画を担当しています。
農業農村整備事業は、農村地域の活性化を図るほ場整備事業や、
今ある農村地域を守るための防災減災事業等があります。これら
の事業を通して地域の皆様の想いを実現するため、様々な人と関
りながら事業計画を行う仕事をしています。

高校生の時に農業土木を学んだり、ＮＮインターンシップに参加
したりして農業農村整備の魅力を知り、興味を持ったのがきっか
けです。
地元であるしまねの力になりたいと考え、農業土木の知識を活か
せるＮＮ職員になろうと決めました。

各地域にそれぞれの悩みや地域の将来など、様々な想いがあります。
ＮＮ職員の魅力は農業農村整備事業を通して地域の声に耳を傾け、
地域一体となって未来を構想し、カタチ創ることができることです。
地域が良くなっていく姿を見て地域の方々に喜んで頂けることが一
番のやりがいです。

採用前は機械のようにパソコンの前で仕事をするお堅いお仕事といったイメージでしたが、現地に足を
運ぶことも多く、様々な面でスキルアップを図ることができます。

職業選択は非常に悩ましいと思います。私もすごく悩みました。私は悩み抜いた結果、ＮＮ職員として
働いていますが、驚くほど楽しいです。ぜひ一緒に未来のしまねを創りましょう！
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